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三
月
二
十
六
日
か
ら
三
日
間
、
東
京･

有 

明
の
「
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
」
に
お
い
て
第
二
十
一

回
『
健
康
博
覧
会
二
〇
〇
三
』
（
主
催
・
Ｃ
Ｍ
Ｐ
ジ

ャ
パ
ン
社
）
が
開
催
さ
れ
、
Ｓ
Ｒ
Ｎ
は
、
こ
れ
に
初
出

展

し

た

。

過

去

二

年

間

、

幕

張

で

の

『

国

際

食

品
・
飲
料
展
』
（
F

O

O

D

E

X
）
に
出
展
し
て
き

た
が
、
伝
統
日
本
酒
ゾ
ー
ン
の
中
で
は
当
グ
ル
ー

プ
の
主
張
が
十
分
に
訴
求
で
き
な
い
と
の
判
断
か

ら
出
展
先
を
変
更
し
た
。 

 

展
示
品
は
、
米
米
酒
お
よ
び
ラ
イ
ス
パ
ワ
ー
商

品
で
、
ス
ペ
ー
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
一
小
間
の
二
小
間

と
し
た
が
、
わ
れ
わ
れ
の
出
展
ゾ
ー
ン
の
名
称
は
、

今

回

の

展

示

品

の

特

性

表

現

と

し

て

最

も

ふ

さ

わ
し
い
「
ヘ
ル
ス
＆
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
」
で
あ
っ
た
。 

 

 
 
 

 

  

こ
の
博
覧
会
の
性
格
上
、
過
去
に
ア
ル
コ
ー
ル

飲
料
の
出
展
は
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

れ
だ
け
に
米
米
酒
の
出
展
は
異
色
で
あ
り
、
来
場

者
の
関
心
を
呼
ん
だ
。
ブ
ー
ス
に
立
ち
寄
っ
て
試

飲
を
す
る
人
た
ち
が
絶
え
る
こ
と
な
く
続
き
、
質

問
も
多
く
あ
っ
て
ブ
ー
ス
の
中
の
ス
タ
ッ
フ
は
昼
食

を
と
る
時
間
も
無
い
ほ
ど
対
応
に
追
わ
れ
た
。
ま

た
、
試
飲
を
し
た
人
々
の
ほ
ぼ
九
割
が
男
女
の
別

な
く
口
々
に
「
こ
れ
は
美
味
し
い
」
、
「
ワ
イ
ン
み
た

い
」
と
い
っ
た
感
想
を
述
べ
、
お
代
わ
り
を
要
求
す

る
人
も
相
当
数
い
た
。
あ
る
中
年
男
性
は
、
「
健

康
食
品
は
身
体
に
よ
い
だ
け
で
は
だ
め
で
や
は
り

美
味
し
く
な
く
て
は
ね
。
私
は
お
酒
が
あ
ま
り
飲

め
な
い
が
、
こ
の
お
酒
は
健
康
的
だ
し
、
ほ
ん
と
に

美
味
し
い
か
ら
売
れ
る
よ
」
と
誉
め
て
く
れ
た
。 

連
日
、
ア
ン
ケ
ー
ト
協
力
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト(

ラ

イ
ス
パ
ワ
ー
化
粧
品
ト
ラ
イ
ア
ル)

を

百

名

分

用

意
し
た
が
、
十
一
時
半
頃
か
ら
ほ
ぼ
三
時
間
で
ア
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試飲と質問の人々で賑わうブース 
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ン
ケ
ー
ト
打
ち
切
り
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。 

三

日

間

の

実

績

は

、

試

飲

者

数

・

約

二

七

〇

〇
名
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
数
・
約
一
五
〇
〇
部

で
あ
っ
た
。
短
期
間
で
こ
れ
だ
け
密
度
の
濃
い
宣

伝
が
で
き
た
の
は
博
覧
会
な
ら
で
は
あ
ろ
う
。
お

酒
は
嗜
好
品
で
あ
る
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
だ
け
で
は

売
れ
な
い
。
試
飲
の
機
会
を
可
能
な
限
り
設
け
て

消

費

者

に

直

接

商

品

の

魅

力

を

訴

求

し

続

け

る

し
か
な
い
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。 

な

お

、

今

年

は

酒

販

免

許

を

取

得

し

て

米

米

酒
の
即
売
を
し
た
と
こ
ろ
、
簡
単
な
張
り
紙
を
し

た
だ
け
で
あ
っ
た
が
反
応
は
よ
く
、
試
飲
後
ま
と
め

買
い
を
す
る
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。 

  
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本

格

的

な

学

術

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

の

開

催 
 
 

 

三
月
七
日
、
東
京
・
竹
橋
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ 

ル
東
京
に
お
い
て
、
『
第
一
回 

米
の
新
時
代
を
拓

く
ラ
イ
ス
パ
ワ
ー
』
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
、
全
農
主
催
、
ラ
イ
ス
パ
ワ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
賛
同
各
社
・
天
然
物
薬
用
研
究
会
共
催
、

食
糧
庁
後
援
で
開
催
さ
れ
た
。 

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
な
ど

参

加

者

は

約

二

百

名

に

達

し

熱

気

に

溢

れ

る

会

合
と
な
っ
た
。 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
次
の
四
つ
の
講
演
で 

構
成
さ
れ
て
い
た
。 

 
 

①
「

お

米

の

総

合

利

用

研

究

概

要

」 

徳
山 

孝
氏 

 

②
「
ラ
イ
ス
パ
ワ
ー
№
１
０
１
は
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ

ロ

リ

菌

に

よ

る

胃

炎

を

抑

制

す

る

」 

 
 
 
 

信
州
大
学
医
学
部
助
教
授 杉
山 

敦
氏 

 

③
「

ラ

イ

ス

パ

ワ

ー

エ

キ

ス

№

１

０

１

は

胃

粘

膜

防

御

機

能

を

増

強

す

る

」 

 
 
 

秋
田
大
学
医
学
部
教
授 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺
純
夫
氏 

④
「

ラ

イ

ス

パ

ワ

ー

エ

キ

ス

№

１

１

の

ア

ト

ピ

ー

性

皮

膚

炎

発

症

予

防

・

悪

化

防

止

効

果

」 

 
 
 

徳
島
大
学
医
学
部
教
授 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

荒
瀬
誠
治
氏 

 

 

昨
年
十
二
月
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
に
よ
る
№
１
０
１

エ
キ
ス
使
用
の
ビ
ー
ル
新
製
品
「
穣
三
昧
」
発
売

を
前
に
開
催
さ
れ
た
マ
ス
コ
ミ
対
象
の
講
演
会
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
全
国
紙
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
を

含

む

五

十

二

媒

体

で

取

り

上

げ

ら

れ

た

（

合

計

五

十

八

件

）
。
た
だ
、
こ
の
講
演
会
は
小
規
模
で

あ
り
、
内
容
も
№
１
０
１
エ
キ
ス
の
効
果
が
中
心
テ

ー
マ
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
、
天
然
物
薬
用
研
究

会

の

諸

先

生

方

か

ら

の

積

極

的

協

力

を

得

た

だ

け
で
な
く
、
食
糧
庁
か
ら
の
後
援
と
い
う

形
を
取

り
付
け
た
名
実
と
も
に
本
格
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
、
ラ
イ
ス
パ
ワ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
画
期
的
な
成

果
を
訴
求
で
き
た
こ
と
の
意
義
は
き
わ
め
て
大
き

い
。 

 

こ
れ
が
き
っ
か
け
で
テ
レ
ビ
東
京
お
よ
び
毎
日
放

送
の
番
組
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
特
に
前
者
の
場

合
、
三
月
二
十
八
日
の
「
ワ
ー
ル
ド･

ビ
ジ
ネ
ス･

サ

テ
ラ
イ
ト
」
の
中
に
お
い
て
「
一
粒
の
コ
メ
と
ラ
イ
ス

パ
ワ
ー
エ
キ
ス
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
約
八
分
間
に

わ
た
り
ラ
イ
ス
パ
ワ
ー･

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
が
総

合
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
ま
た
全
国
紙
で
は
、

日

本

経

済

新

聞

が

三

月

二

十

二

日

付

の

紙

面

で

ほ
ぼ
四
分
の
一
の
ス
ペ
ー
ス
を
割
い
て
講
演
会
の

内
容
を
詳
細
に
報
じ
た
。 

 

こ
れ
ら
に
対
す
る
各
方
面
か
ら
の
反
響
は
大
き

く
、
そ
の
都
度
勇
心
酒
造
と
Ｓ
Ｒ
Ｎ
事
務
局
に
電

話
が
殺
到
す
る
と
い
う
状
態
が
続
い
た
。
マ
ス
コ
ミ

の
威
力
で
あ
る
。 

  

 

   

道

険

し

い

「

ラ

イ

ス

パ

ワ

ー

発

見

の

旅

」

 

 

徳
山
常
任
幹
事
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て 

三

十

五

年

間

に

わ

た

り

取

組

ん

で

き

た
「
ラ
イ
ス

パ
ワ
ー
発
見
の
旅
」
は
、
ゴ
ー
ル
は
ま
だ
ま
だ
先
と

は
い
え
企
業
経
営
の
立
場
か
ら
み
る
と
二
つ
目
の

大
き
な
山
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
。 

最
初
の
大
き
な
山
を
越
え
た
の
は
、
米
発
酵
エ

キ
ス
使
用
の
「
入
浴
液
」
が
医
薬
部
外
品
の
新
規

 

苦苦

闘闘

三三

十十

五五

年年  

脚脚
光光
をを
浴浴
びび
るる  

  

ラララ
イイイ
ススス
パパパ
ワワワ
ーーー
・・・
プププ
ロロロ
ジジジ
ェェェ
ククク
トトト

盛況の第１回シンポジウム会場 講演に熱心に耳を傾ける聴衆 
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有

効

成

分

認

可

を

受

け

て

最

初

の

商

品

が

誕

生

し
た
一
九
八
七
年
で
あ
る
。
こ
れ
が
ヒ
ッ
ト
商
品

と
な
り
、
勇
心
酒
造
の
経
営
は
一
息
つ
く
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
皮
膚
の
健
全

化

効

果

が

あ

る

素

材

お

よ

び

商

品

が

次

々

に

開

発
さ
れ
、
よ
う
や
く
製
品
ラ
イ
ン
の
形
が
整
っ
て
き

た
。 と
こ
ろ
が
、
折
角
ヒ
ッ
ト
し
た
「
入
浴
液
」 

も

大

手

製

薬

会

社

が

似

て

非

な

る

類

似

品

を

「
米
発
酵
エ
キ
ス
原
料
」
と
称
し
て
市
場
に
投
入
し

て
き
た
た
め
売
上
げ
は
急
降
下
し
、
同
社
は
苦
境

に
陥
っ
た
。
他
の
化
粧
品
タ
イ
プ
の
外
用
剤
は
業

績
貢
献
の
面
か
ら
み
る
と
い
ず
れ
も
小
粒
で
あ
り
、

多

額

の

費

用

を

要

す

る

エ

キ

ス

の

開

発

を

加

速

化
す
る
た
め
に
は
次
な
る
画
期
的
な
商
品
、
そ
れ

も
「
新
規
医
薬
部
外
品
」
と
い
う
い
わ
ば
お
墨
付

き
商
品
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
っ
た
。 

小
企
業
に
と
っ
て
「
新
規
医
薬
部
外
品
」
の
壁

を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
厚
生
省
（
現
、

厚

生

労

働

省

）

と

の

交

渉

は

約

七

年

と

い

う

長

期
戦
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
よ
う
や
く
昨
年
二

月
、
「
皮
膚
水
分
保
持
能
」
改
善
に
効
果
の
あ
る

№
１
１
エ
キ
ス
の
商
品
化 

（
「
ア
ト
ピ
ス
マ
イ
ル
」
）

に
こ
ぎ
つ
け
た
。
幸
い
「
ア
ト
ピ
ス
マ
イ
ル
」
は
マ
ス
コ

ミ
に
注
目
さ
れ
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
で
取
り
上
げ
ら

れ

た

こ

と

か

ら

、

発

売

開

始

後

一

年

間

の

販

売

実

績

は

、

一

〇

万

本

以

上

と

い

う

勇

心

酒

造

に

と
っ
て
初
め
て
の
大
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
。
こ
の
ヒ

ッ
ト
は
、
同
時
に
既
存
商
品
へ
の
関
心
を
誘
発
し
、

同
社
の
経
営
に
と
っ
て
大
き
な
波
及
効
果
が
も
た

ら
さ
れ
た
。 

 
 

ラ

イ

ス

パ

ワ

ー

エ

キ

ス

開

発

の

展

望 

  

今
後
の
ラ
イ
ス
パ
ワ
ー
エ
キ
ス
開
発
を
展
望
す

る
と
、
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
徳
山
社
長
に
よ

れ
ば
「
ア
ト
ピ
ス
マ
イ
ル
の
発
売
以
来
、
小
さ
な

会
社
の
中
は
て
ん
や
わ
ん
や
の
状
態
で
し
た
。
そ

れ
が
、
よ
う
や
く
収
ま
り
か
け
た
か
と
思
う
と
昨

年
十
二
月
か
ら
は
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
攻
勢
が
始

ま
り
社
員
も
含
め
対
応
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
」
と

の
こ
と
だ
。
嬉
し
い
悲
鳴
で
は
あ
る
が
、
最
大
の

問
題
は
研
究
開
発
の
遅
れ
を
と
り
も
ど
す
こ
と

に
あ
る
。 

 

す
で
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
画
期
的
な
開
発
テ

ー
マ
は
数
件
あ
る
。
経
済
産
業
省
か
ら
補
助
金

を
得
て
昨
年
秋
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
愛
媛
大
学

と
の
共
同
研
究
（
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら

し
、
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
す
抗
高
脂
血

症
エ
キ
ス
の
開
発
）
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
の

進
捗
に
も
前
記
の
社
内
事
情
が
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
と
い
う
。 

 

勇
心
の
エ
キ
ス
開
発
は
、
米
米
酒
に
続
く
健

康
酒
の
開
発
に
欠
か
せ
な
い
だ
け
に
、
当
グ
ル
ー

プ
と
し
て
も
有
形
無
形
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
な

お
一
層
強
化
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。 

  
い
ま
だ
に
高
ま
ら
な
い 

低
ア
ル
コ
ー
ル
日
本
酒
の
認
知
度 

― 

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

調

査

か

ら 
    
 

Ｓ
Ｒ
Ｎ
で
は
、
昨
年
十
二
月
か
ら
本
年
一
月

に
か
け
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
大
規
模
な
消

費
者
調
査
を
行
っ
た
。
（
全
国
主
要

都

市

居

住

者
。
送
信
数
・
約
五
六
〇
〇
、
回
答
数
・
約
一

一
〇
〇
、
性
別
・
女
性
五
五
％
、
男
性
四
五
％
） 

こ
の
目
的
は
、
調
査
の
形
式
を
と
り
な
が
ら

米
米
酒
の
認
知
度
を
高
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、

そ
の
中
で
低
ア
ル
コ
ー
ル
日
本
酒
に
つ
い
て
の
質

問
も
設
定
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
を
見
る
と
、
お

酒
を
あ
ま
り
飲
ま
な
い
人
が
三
割
強
を
占
め
て

い
る
せ
い
も
あ
る
が
、
低
ア
ル
コ
ー
ル
日
本
酒
の

認
知
度
が
予
想
以
上
に
低
い
結
果
が
で
た
。 

す
な
わ
ち
、
【
低
ア
ル
コ
ー
ル
日
本
酒
と
い
う

言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
】
と
い
う
質
問
に
対
し

て
「
知
っ
て
お
り
、
飲
ん
だ
こ
と
も
あ
る
」
九
％
、

「
知
っ
て
い
る
が
飲
ん
だ
こ
と
は
な
い
」
三
八
％
、

「
知
ら
な
い
」
五
三
％
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。 

一
方
、
こ
の
調
査
と
並
行
し
て
低
ア
ル
コ
ー
ル

酒
や
米
米
酒
の
宣
伝
・
販
売
を
ネ
ッ
ト
で
行
っ
て

い
る
酒
販
売
店
（
六
七
店
）
を
対
象
と
し
て
行
っ

た
調
査
で
は
、
【
低
ア
ル
コ
ー
ル
日
本
酒
の
販
売

は
伸
び
て
い
ま
す
か
】
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、 

・

大

幅

に(

年

率

一

〇

％

以

上)

伸

び

て

い

る 
 
 
 
 
 
 
 
･
･
･
･

一
四
％ 

・

着

実

に

(

同

五

～

一

〇

％

)

伸

び

て

い

る 
 
 
 
 
 
･
･
･
･
 

三
三
％ 

・
あ
ま
り
伸
び
て
い
な
い 

･
･
･
･
 

四
八
％ 

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
購
入
者
の
九
〇
％
は
若

い
女
性
で
あ
る
。 

 

Ｓ
Ｒ
Ｎ
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
含
む
過
去
の
調
査
結
果
あ
る
い
は

成

功

事

例
で
あ
る
一
ノ
蔵
の
実
績
を
み
て
も
女
性
層
に

お
い
て
ソ
フ
ト
日
本
酒
の
潜
在
需
要
が
か
な
り
の

規
模
で
存
在
す
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
若
い
女

性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
試
飲
会
な
ど
積
極
的

な
販
促
活
動
を
行
え
ば
も
っ
と
売
れ
る
は
ず
で

あ
る
。 

し
か
し
、
「
あ
、
不
思
議
な
お
酒
」
を
中
心
と

す
る
ソ
フ
ト
日
本
酒
と
の
取
組
み
が
始
ま
っ
て
か

ら
す
で
に
約
二
十
年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
い
ぜ
ん
と
し
て
認
知
度
が
低
い
状

態
に
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。
ソ
フ
ト
日
本
酒
の
パ
イ

オ
ニ
ア･

グ
ル
ー
プ
各
社
と
し
て
は
、
原
点
に
立
ち

返
っ
て
、
商
品
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
な
が
ら
認
知

度
も
高
め
、
あ
る
い
は
販
路
を
開
拓
す
る
と
い
っ
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た

地

道

な

努

力
を
続
け
な
け
れ
ば
、
多
く
の
会

員
企
業
に
と
っ
て
は
マ
イ
ナ
ー
な
酒
の
ま
ま
や
が

て
製
品
寿
命
は
尽
き
て
し
ま
い
、
結
果
と
し
て
グ

ル
ー
プ
の
存
在
意
義
も
薄
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
。 

      
 

  
 
 
 
 

（
二
〇
〇
二
年
十
月
～ 

二
〇
〇
三
年
二
月
） 

【
一
ノ
蔵
】 

●
平
成
十
四
年
十
月 

・
一
ノ
蔵
米
米
酒
「
み
や
ぎ
も
の
づ
く
り
大
賞
」
特

別
賞
受
賞 

宮
城
県
が
策
定
し
た
「
産
業
振
興
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
県
内
企
業
等
の
新
製

品

・

新

技

術

の

開

発

意

欲

向

上

を

目

的

に

平

成
九
年
度
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
今
年
で
六

回
目
を
迎
え
る
。
一
ノ
蔵
「
米
米
酒
」
が
特
別

賞
を
受
賞
し
た
と
共
に
、
一
ノ
蔵
「
あ
ま
酒
」
も

奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。 

・
二
十
四
日
～
二
十
八
日 

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
「
サ
ロ
ー
ネ
・
デ
ル
・ 

グ
ス
ト
二
〇
〇
二
」
日
本
酒
ブ
ー
ス
に
出
展 

イ
タ
リ
ア
・
ブ
ラ
に
本
拠
地
を
置
く
ス
ロ
ー
フ

ー
ド
協
会
が
主
催
す
る
食
の
見
本
市
。
ス
ロ
ー

フ
ー
ド
の
考
え
方
に
共
感
を
持
ち
、
真
摯
に
酒

づ
く
り
に
取
り
組
む
つ
く
り
手
の
姿
勢
と
世
界

に

誇

れ

る

日

本

酒

を

、

日

本

を

代

表

す

る

食

文
化
と
し
て
、
広
く
世
界
に
向
け
発
信
す
る
こ

と

を

目

的

に

日

本

酒

造

組

合

中

央

会

が

ブ

ー

ス
を
出
展
、
他
の
七
つ
の
蔵
元
と
共
に
参
加
。

連
日
盛
況
で
、
中
国
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
出
す

熱
燗
し
か
知
ら
な
い
イ
タ
リ
ア
人
、
特
に
若
い

世
代
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
頂
い
た
こ
と
は
日

本

酒
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。 

●
平
成
十
四
年
十
一
月 

・
一
ノ
蔵
五
代
目
社
長
に
桜
井
武
寛
就
任 

・

一

ノ

蔵

酒

類

販

売

四

代

目

社

長

に

松

本

善

文

就
任 

・
十
二
日 

冬
季
限
定
「
本
醸
造
し
ぼ
り
た
て
生
原
酒
」
発

売
開
始 

新
米
「
こ
こ
ろ
ま
ち
」
で
仕
込
ん
だ
、
毎
年
ご

好
評
の
限
定
品
は
、
し
ぼ
り
た
て
生
原
酒
独
特

の
フ
ル
ー
テ
ィ
で
豪
快
な
味
と
香
り
で
、
日
本

酒
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
を
告
げ
る
季
節
商
品
と
し

て
お
楽
し
み
頂
い
て
い
る
。 

・
一
ノ
蔵
を
楽
し
む
会 

十
九
日 

第
二
十
五
回
東
京
開
催 
・
二
十
日 

第
二
十
三
回
名
古
屋
開
催 
毎

年

恒

例

の
「
一
ノ
蔵
を
楽
し
む
会
」
は
、

宮

城

の

味

を

代

表

す

る

料

理

と

、

新

米

仕

込

み
・
本
醸
造
し
ぼ
り
た
て
生
原
酒
を
タ
ン
ク
か

ら
提
供
す
る
な
ど
、
一
ノ
蔵
の
純
米
酒
で
お
お

い
に
楽
し
ん
で
頂
い
た
。
各
地
と
も
昨
年
を
上

回
る
お
客
様
に
足
を
運
ん
で
頂
い
た
。 

●
平
成
十
四
年
十
二
月
四
日 

冬
季
限
定
「
純
米
に
ご
り
酒
」
発
売
開
始 

昔
な
が
ら
の
素
朴
な
懐
か
し
い
味
わ
い
は
根

強
い
人
気
で
、
冬
の
風
物
詩
と
し
て
ご
好
評
い

た
だ
い
て
い
る
。 

●
平
成
十
五
年
一
月 

・
一
日 

塩
竃
神
社
新
春
初
蔵
出
し 

毎
年
恒
例
の
初
蔵
出
し
、
干
支
（
未
）
が
描

か
れ
た
ラ
ベ
ル
の
純
米
生
酒
・
本
醸
造
し
ぼ
り

た
て
生
原
酒
が
今
年
も
好
評
で
、
縁
起
物
と
し

て
毎
年
欠
か
さ
ず
お
買
上
い
た
だ
く
お
客
様
も

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
や

あ
ま
酒
も
幅
広
い
年
代
の
お
客
様
に
召
し
上
が

っ
て
い
た
だ
い
た
。 

・
十
四
日 

塩
竃
神
社
裸
参
り 

小

正

月

の

伝

統

行

事

に

、

今

年

も

二

十

名

ほ
ど
の
蔵
人
ら
が
参
加
。
大
勢
の
参
拝
客
が
見

守
る
中
『
表
坂
』
と
い
わ
れ
る
二
百
二
段
の
階

段
を
勇
壮
に
駆
け
上
が
り
、
松
飾
り
等
の
燃
え

盛
る
御
神
火
に
無
病
息
災
を
祈
願
し
た
。 

・
二
十
三
日 

冬

季

限

定

「

山

廃

純

米

生

原

酒

」

発

売

開

始 

宮

城

県

中

田

町

産

の

環

境

保

全

米

「

さ

さ

ろ
ま
ん
」
を
原
料
米
に
仕
込
ん
だ
、
生
原
酒
な

ら
で
は
の
豪
快
な
味
わ
い
が
特
長
。 

●
平
成
十
四
年
十
月
～
平
成
十
五
年
一
月 

首

都

圏

を

は

じ

め

と

す

る

全

国

百

貨

店

の

酒

売

り

場

で

試

飲

即

売

会

を

多

数

開

催

。

日

本
酒
シ
リ
ー
ズ
の
真
っ
只
中
と
い
う
こ
と
で
生

原
酒
な
ど
を
お
持
ち
し
、
大
盛
況
で
し
た
。
特

に
「
す
ず
音
」
は
す
ぐ
完
売
と
な
る
状
況
で
、
そ

の
人
気
は
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

【
一
本
義
久
保
本
店
】 

●

平

成

十

四

年

十

一

月

二

～

三

日

お

よ

び

九

～

十
日 百

周

年

記

念

行

事

と

し

て

二

回

各

十

五

名

定
員
で
、
「
一
本
義
酒
づ
く
り
体
験
学
習
」
を

開

催

。

昼

間

は

仕

込

体

験

や

座

学

、

夜

は

近

く

の

鉱

泉

宿

で

酒

と

料

理

と

の

相

性

体

験

や

酒
談
議
で
充
実
し
た
一
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ

い
た
。 

会
員
ニ
ュ
ー
ス

．
．
．
．
．
． 
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●
平
成
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日 

創

業

百

周

年

記

念

行

事

の

一

環

と

し

て

行

っ
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
当
選
者
宅
に
、

社
長
自
ら
「
百
万
円
の
お
せ
ち
料
理
」

を
持
参

し
た
。 

●
平
成
十
五
年
二
月
二
十
三
日 

勝
山
左
義
長
祭
り
に
合
わ
せ
て
、
「
一
本
義

百

周

年

記

念

酒

蔵

ま

つ

り
」
を
開
催
。
入
場
料

二

百

円

で

振

舞

酒

、

郷

土

料

理

屋

台

、

酒

屋

台
、
酒
蔵
見
学
等
の
内
容
に
対
し
て
、
来
場
者

二
、
一
一
九
名
を
迎
え
、
盛
況
で
あ
っ
た
。 

 

【
黒
澤
酒
造
】 

●
平
成
十
五
年 

・
純
米
吟
醸
生
も
と
造
り
ま
る
と
礎
（
い
し
づ
え
）
（
無

濾
過
生
原
酒
） 

主
力
商
品
、
純
米
酒
生
も
と
造
り
ま
る
と
の
精

米
歩
合
を
上
げ
て

5 5
％
と
し
た
純
米
吟
醸
酒
。
当

社
杜
氏
の
名
と
、
当
社
の
礎
を
築
く
よ
う
な
酒
に

な
っ
て
欲
し
い
と
の
願
い
を
込
め
て
醸
し
名
付
け
た
。

六
〇
〇
本
の
限
定
、
光
に
敏
感
な
商
品
の
た
め
米

袋
に
包
ん
で
の
発
売
。
独
特
な
酸
味
と
コ
ク
の
調
和

し
た
美
酒
に
仕
上
が
っ
た
。
（
発
売
期
間
三
月
十
四

日
～

四

月

三

十

日

／

七

二

〇

ml

詰 

一
五
〇
〇

円
） 

 ・
八
千
穂
美
醸
会
《
稲
刈
り
体
験
会
・
収
穫
祭
》 

九
月
二
十
二
日
、
先
ず
は
刈
り
方
、
注
意
点
の

説
明
を
受
け
一
斉
に
刈
り
取
り
を
は
じ
め
て
い
た
だ

い
た
。
や
は
り
年
配
の
方
は
昔
と
っ
た
キ
ネ
ヅ
カ
と

言
う
の
で
し
ょ
う
か
、
す
ば
や
い
手
つ
き
で
刈
り
取
り

や
刈
っ
た
稲
を
稲
藁
で
束
ね
ら
れ
て
い
た
。
天
日
乾

燥
の
た
め
ハ
ゼ
か
け
を
行
い
じ
っ
く
り
乾
燥
さ
せ
、
約

一
ヵ
月
の
後
、
ス
ル
ス
、
精
米
を
行
い
ま
す
。
幸
い
、

カ
マ
で
け
が
を
さ
れ
た
方
さ
れ
た
方
も
無
く
、
無
事

終
了
し
、
収
穫
祭
を
し
た
。 

・
八
千
穂
美
醸
会
《
仕
込
・
上
槽
》 

会
員
の
皆
さ
ん
が
田
植
え
、
収
穫
し
た
酒
米
ひ

と
ご
こ
ち(

新

美

山

錦)

を

使

用

し

仕

込

体

験

会

を

実
施
。
実
際
の
作
業
時
間
に
合
わ
せ
朝
八
時
と
早

朝
か
ら
集
合
、
麹
室
の
作
業
、
蒸
し
上
が
っ
た
米
の

掘
り
だ
し
、
米
の
放
冷
そ
し
て
充
分
に
冷
や
し
た
蒸

米
を
タ
ン
ク
の
中
の
も
ろ
み
に
加
え
、
杜
氏
の
櫂(

か

い)

入
れ
の
見
本
に
あ
わ
せ
、
交
代
で
櫂
入
れ
を
す

る
な
ど
一
月
十
八
・
十
九
日
と
二
日
間
に
分
け
て

仲
・
留
の
仕
込
を
体
験
し
て
頂
い
た
。 

こ
の
も
ろ
み
を
二
十
三
日
間
の
醗
酵
の
後
、
二

月
一
日
に
上
槽
。
上
槽
は
薮
田
式
圧
搾
機
に
て
お

こ
な
い
、
ふ
な
口
か
ら
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
搾
ら
れ
て
来

る
搾
り
た
て
生
酒
を
き
き
猪
口(

ぢ
ょ
こ)

に
注
ぎ
味

わ
っ
て
頂
い
た
。
モ
ロ
ミ
の
自
重
の
み
で
垂
れ
て
く
る

最
初
の
部
分
や
圧
力
を
か
け
て
搾
ら
れ
て
く
る
後

半
部
分
な
ど
を
飲
み
比
べ
て
思
い
思
い
の
感
想
を

持
た
れ
た
事
と
思
う
。 

出
来
た
酒
は
タ
ン
ク
で
約
一
ヵ
月
囲
い
熟
成
さ

せ
瓶
詰
し
、
注
文
に
応
じ
て
生
又
は
火
入
れ
酒
で

皆
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ベ
ル
を
貼
り
三
月
二
十
二

日
に
晴
れ
て
お
披
露
目
と
な
る
。 

 

【
神
戸
酒
心
館
】 

●
平
成
十
四
年
十
月
二
十
五
日 

酒
心
館
長
屋
門
を
利
用
し
、
日
本
酒
カ
ク
テ
ル

を
中
心
と
し
た
酒
蔵
Ｂ
Ａ
Ｒ
「
槽
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
」
オ
ー
プ
ン
。

若
い
方
々
に
日
本
酒
を
親
し
ん
で
い
た
だ
く
機
会
を

作
る
こ
と
が
目
的
。
事
務
所
の
女
性
が
担
当
の
た

め
金
曜
日
の
夜
の
み
営
業
。 

●
平
成
十
五
年
一
月
十
七
日 

平

成

九

年

十

二

月

オ

ー

プ

ン

以

来

七

〇

万

人

目
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
た
。 

●
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
開
催 

「
酒
蔵
の
あ
る
風
景
」
を
富
久
錦
と
共
同
で
企

画
。
兵
庫
県
下
の
酒
蔵
対
象
に
描
か
れ
た
水
彩
画

の
コ
ン
テ
ス
ト
。
平
成
十
五
年
三
月
末
締
切
。 

 

●
酒
心
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
ー
プ
ン 

長
屋
門
を
利
用
し
た
小
さ
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。 

●
「
酒
心
館
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
」 

平
成
十
四
年
十
月 

十

四

日･
･

酒
蔵
吟
遊
コ
ン
サ
ー
ト
／
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
・
ピ
ア
ノ 

平
成
十
四
年
十
一
月 

五
日･･

酒
蔵
文
化
道
場
／
講
演
会 

九
日･･

酒
心
館
寄
席
／
落
語
会 

十
五
日･･

伝
統
芸
能
／
尺
八
・
囃
子
・
小
太
鼓 

平
成
十
四
年
十
二
月 

一
日･･ 

ジ
ャ
ズ
＆
ト
ー
ク 

八

日･
･

バ
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
／
チ
ェ
ン
バ
ロ
・
フ
ォ

ル
テ
ピ
ア
ノ 

二

十

一

日･
･

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
（
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ

ー
）
／
ジ
ャ
ズ 

平
成
十
五
年
一
月 

十
三
日
：
酒
心
館
寄
席
／
落
語
会
＆
懇
親
会 

十
七
日
：
酒
蔵
文
化
道
場
／
講
演
会 

平
成
十
五
年
二
月 

一
日
：
高
野
山
の
声
明
コ
ン
サ
ー
ト 

二
十
三
日･･

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
／
ジ
ャ
ズ 

 

【
酒
井
酒
造
】 

●
平
成
十
四
年
十
月
十
八
日 

「
五
橋
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
テ
ラ
ピ
ー
」 

岩
国
市
内
で
初
め
て
女
性
だ
け
を
対
象
に
開
催
。

低
ア
ル
コ
ー
ル
日
本
酒
や
、
日
本
酒
ベ
ー
ス
の
カ
ク

テ
ル
は
評
判
が
高
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

会

費

二

千

円

、

一

〇

〇

名

募

集
で
、
一
〇
七
名

が
参
加
。 

二
〇
代
後
半
か
ら
三
〇
代
前
半
の
女
性
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は
平
均
年
齢
が
か
な
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り
高
く
・
・
・ 

  

 

     

会 

員 

訪 

問 

   

 

渡
辺
酒
造
合
名
会
社 

（
東
京
都
武
蔵
村
山
市

） 

 

今

回

は

、

東

京

で

唯

一

の

会

員

会

社

、

渡

辺

酒
造
に
お
邪
魔
す
る
こ
と
に
し
た
。
冬
と
は
い
え
、

陽
射
し
は
や
わ
ら
か
く
、
ど
こ
か
春
の
気
配
を
感

じ
る
日
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
特
別
快
速
電
車
に
乗
る

こ
と
お
よ
そ
三
十
分
で
立
川
に
到
着
し
た
。 

こ

こ

立

川

は

多

摩

地

区

の

中

央

部

分

に

位

置

し

、

東

西

に

流

れ

る

多

摩

川

や

武

蔵

野

台

地

開

墾
の
源
と
な
っ
た
玉
川
上
水
が
北
部
を
流
れ
、
武

蔵
野
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。 

し

か

し

、

人

口

十

六

万

人

都

市

の

中

心

で

あ

る
立
川
駅
周
辺
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
や
デ
パ
ー
ト

が
空
中
の
通
路
で
結
ば
れ
、
そ
の
空
中
通
路
を
跨

ぐ
よ
う
に
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
が
走
っ
て
い
る
。 

こ
の
モ
ノ
レ
ー
ル
は
、
東
京
都
と
周
辺
自
治
体
、

私

鉄

な

ど

の

出

資

で

平

成

十

年

十

一

月

か

ら

営

業

を

開

始

し

た

都

市

交

通

手

段

で

、

多

摩

地

域

の
南
北
間
の
ア
ク
セ
ス
を
格
段
に
向
上
さ
せ
て
い

る
。 渡
辺
社
長
に
よ
れ
ば
、
蔵
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
新

し
く
快
適
で
、
高
い
と
こ
ろ
か
ら
の
眺
め
も
楽
し
め

る
モ
ノ
レ
ー
ル
の
利
用
を
勧
め
て
い
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
今
回
の
訪
問
で
は
こ
の
モ
ノ
レ
ー
ル
を
利

用
し
た
。 

車
内
は
広
く
ゆ
っ
た
り
し
て
い
て
、
箱
根
や
富

士
山
が
遠
望
で
き
る
モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
る
こ
と
約

二
十
分
、
北
の
終
点
「
上
北
台
」
で
下
車
。 

東

京

の

主

要

な

放

射

状

道

路

の

ひ

と

つ

で

あ

る

新

青

梅

街

道

を

車

で

十

分

ほ

ど

も

走

る

と

、

市
役
所
も
近
く
に
あ
り
、
住
宅
も
密
集
し
て
い
る

地
域
に
目
印
の
大
き
な
お
酒
の
ビ
ン
が
見
え
た
。

蔵
に
到
着
で
あ
る
。 

 

 
 

 

住
居
と
の
兼
用
オ
フ
ィ
ス
に
お
い
て
渡
辺
洋
司

社
長
か
ら
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。 

 《
会
社
の
沿
革
と
銘
柄
の
由
来
は
・
・
》 

そ

れ

ま

で

の

搾

油

業

、

醤

油

製

造

業

に

加

え

明
治
十
年
に
酒
造
業
を
興
し
た
の
が
始
ま
り
で
、

し
ん
し
ん
と
雪
が
降
り
続
く
中
、
新
し
い
酒
の
誕

生
を
祝
う
よ
う
な
穢
れ
の
な
い
純
白
の
雪
を
眺
め

つ
つ
、
『
雪
華
』
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
商

号
上
の
都
合
か
ら
「
吟
雪
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
今
日

ま
で
続
い
て
い
ま
す
。 

昭

和

九

年

に

会

社

組

織

に

移

行

し

、

昭

和

三

十

六

年

か

ら

純

米

酒

の

醸

造

を

始

め

ま

し

た

。

同

三

十

九

年

に

は

四

代

目

が

本

物

志

向

の

取

組

み
と
し
て
約
百
社
と
と
も
に
「
本
醸
造
協
会
」
を

設
立
し
て
以
来
「
本
物
づ
く
り
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に 街道沿いにある蔵の前景 

ソフト日本酒の味を楽しむ女性たち＝岩国市内  
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酒
づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し
い
技

術
に
も
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。 

平
成
十
三
年
十
月
に
は
新
仕
込
蔵
が
完
成
し
、

平

成

十

四

年

四

月

に
「
米
米
酒
」
を
発
売
し
ま
し

た
。 

 《
お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
は
・
・
》 

お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め

に
無
料
で
「
蔵
見
学
」
を
受
け
付
け
て
お
り
、
年
間

五
百
名
程
度
の
見
学
者
が
あ
り
ま
す
。 

た
だ
、
酒
造
り
を
十
分
に
理
解
し
て
頂
く
た
め

に
少
人
数
ず
つ
の
事
前
予
約
制
を
と
っ
て
お
り
、

大
型
観
光
バ
ス
は
あ
ま
り
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。 

と
い
う
の
は
、
見
学
の
場
合
、
本
当
に
お
酒
に

興
味
の
あ
る
人
を
対
象
に
「
も
ろ
み
」
ま
で
見
せ
る

た
め
、
あ
ま
り
多
勢
だ
と
し
っ
か
り
説
明
も
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
せ
い
ぜ
い
二
十
名
様
止
ま
り
に
し
て
い

ま
す
。 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
、
平
日
に
は
な
か
な
か
来
る

こ
と
の
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
土
・
日
で
も
対
応

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

見
学
に
参
加
し
て
い
る
人
は
、
地
元
の
人
が
多

い
の
で
す
が
、
中
に
は
都
心
部
や
他
県
か
ら
の
人

も
あ
り
、
ま
た
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も
結
構
あ
り
ま

し
て
、
年
間
で
は
五
百
名
程
が
み
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
街
道
沿
い
に
蔵
の
イ
メ
ー
ジ
の
外
観
を

し
た
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
設
け
て
、
年
中
無
休
で
営

業
し
、
直
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

陳
列
商
品
は
、
お
酒
だ
け
で
な
く
ラ
イ
ス
パ
ワ

ー

関

連

商

品

や

和

菓

子

、

小

物

類

の

販

売

も

行

っ
て
い
ま
す
。 

以
前
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
使
用
し
た
小
物
な
ど

も
ち
ょ
っ
と
し
た
お
土
産
に
丁
度
良
い
よ
う
で
、
も

う
一
度
日
の
目
を
浴
び
た
り
し
て
い
ま
す
。 

 《
製
造
部
門
の
体
制
は
・
・
》 

現

杜

氏

は

、

昭

和

五

十

年

に

就

任

し

た

秋

田
・
山
内
杜
氏
で
、
製
造
部
門
を
統
括
し
て
お
り
、

私
は
ほ
と
ん
ど
蔵
に
は
入
ら
ず
サ
ポ
ー
ト
に
徹
し

て
い
ま
す
。 

造
り
は
二
季
醸
造
で
す
が
、
ボ
ト
リ
ン
グ
は
通

年
で
行
い
、
八
月
は
主
に
ス
ト
ッ
ク
づ
く
り
に
あ
て

て
い
ま
す
。 

 

 

 《
販
売
状
況
と
販
促
活
動
は
・
・
》 

主
力
は
普
通
酒
で
す
が
、
そ
の
売
上
げ
が
減
少

傾
向
（
五
年
前
と
比
べ
て
一
五
～
二
〇
％
減
）
に

あ
る
の
で
、
本
醸
造
な
ど
特
定
名
称
酒
に
注
力
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
メ
ー
ジ
の
統
一
化
と
ア
イ
キ

ャ
ッ
チ
を
よ
く
す
る
た
め
、
ラ
ベ
ル
の
書
体
を
統
一

し
て
色
を
変
え
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
も
取
組

ん
で
い
ま
す
。 

地

元

中

心

の

販

売

な

の

で

、

基

本

的

に

小

売

店
へ
の
直
売
形
式
で
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
新
た
な

販

路

開

拓
の
た
め
に
最
近
、
問
屋
を
利
用
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
て
い
ね
い
に
売
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
一

ケ
ー
ス
で
も
運
賃
を
負
担
し
て
常
に
新
し
い
お
酒

を
置
い
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
は
、
多
摩
版
で
の
広
告
の
み

に
す
る
な
ど
、
新
聞
広
告
の
利
用
は
減
ら
し
て
お

り
、
デ
パ
ー
ト
で
の
試
飲
会
や
「
吟
醸
酒
を
楽
し
む

会
」
へ
の
参
加
な
ど
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。 

消
費
者
へ
の
直
売
は
利
益
が
大
き
い
の
で
、
と

く
に
見
学
者
の
リ
ピ
ー
ト
に
は
小
口
で
も
対
応
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
は
、
料
飲
店
や
酒
店
中
心
の
活
動
で

あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
見
学
に
来
た
人
た
ち
を

集
め
た
パ
ー
テ
ィ
や
「
吟
雪
を
楽
し
む
会
」
の
開
催

な
ど
、
吟
雪
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
新
し

い
情
報
発
信
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

 《
日
本
酒
低
迷
の
原
因
は
・
・
・
》
① 

大
手
メ
ー
カ
ー
主
導
で
安
い
が
「
ま
ず
い
」
酒
を

供
給
し
た
の
が
最
大
の
原
因
だ
と
思
い
ま
す
。 

日
本
酒
の
イ
メ
ー
ジ
が
悪
い
た
め
に
大
学
の
コ

ン
パ
で
日
本
酒
は
出
な
く
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ

の
人
た
ち
は
社
会
に
出
て
か
ら
も
日
本
酒
を
飲
ま

な
い
わ
け
で
す
。 

「
地
酒
ブ
ー
ム
」
の
と
き
が
日
本
酒
巻
き
返
し

の
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
で
し
た
が
、
高
級
志
向
に
走
っ

て
し
ま
い
、
身
近
な
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

料

飲

店

で

は

日

本

酒

は

料

理

と

同

様

原

価

は

三

〇
％
に
設
定
し
、
お
よ
そ
三
倍
の

価

格

で

提

供

さ

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。 

良

い

お

酒

が

一

合

五

〇

〇

円

前

後

で

飲

め

る

よ
う
に
な
れ
ば
、
消
費
は
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
当
社
で
は
一･

八

㍑

二

千

円

前

後

の

手

ご

ろ
な
価
格
設
定
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

日

本

酒

の

消

費

を

増

加

さ

せ

る

に

は

、

価

格

を
手
ご
ろ
な
も
の
に
す
る
す
る
と
と
も
に
、
飲
み
方

顧客とのコミュニケーションの重要性を強調

する渡辺社長  
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の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

 

 

  《
日
本
酒
低
迷
の
原
因
は
・
・
・
》
② 

「
日
本
酒
の
酒
質
そ
の
も
の
が
若
者
を
中
心
と

す
る
現
代
の
消
費
者
の
嗜
好
に
合
わ
な
く
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
見
方
が
あ
り
ま
す
が
、

私
は
質
の
高
い
特
定
名
称
酒
に
は
ま
だ
ま
だ
伸
び

る

要
素
は
あ
り
、

問
題
は

飲

食

店

で

の

販

売

価

格
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

す
な
わ
ち
現
在
の
若
者
を
中
心
と
す
る
現
代
の

消
費
者
の
嗜
好
は
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
多
様
化
と

低
価
格
化
に
よ
り
分
散
し
て
き
て
い
ま
す
。
日
本

酒
で
大
手
が
主
導
し
て
低
価
格
化
に
よ
る
商
品

展
開
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
品
質
の
低
下
に

よ
る
低
価
格
化
に
す
ぎ
ま
せ
ん
か
ら
消
費
者
の
望

む
「
価
格
と
味
の
一
致
」
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。
味
の
割
に
は
価
格
が
高
い
と
い
う
こ

と
で
す
。 

ま
た
、
若
い
女
性
の
層
で
は
日
本
酒
（
冷
酒 

ま
た
は

吟
醸
・
純
米
系
）
は
あ
る
程
度
飲
ま
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
の
日
本
酒
に

対

す

る

印

象

は
「
美
味
し
い
」
と
の
こ
と
で
す
が
、

飲
食
店
で
の
価
格
が
高
い
と
感
じ
る
人
た
ち
が
多

い
で
す
ね
。 

 《
米
米
酒
・
低
ア
ル
コ
ー
ル
酒
の
販
売
は
・
・
》 

単
価
が
高
い
の
で
、
酒
販
店
中
心
の
ル
ー
ト
で

は
伸
び
な
い
と
思
い
ま
す
。
新
た
な
層
を
ど
こ
で

見
つ
け
る
か
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

高
級
ク
ラ
ブ
の
ホ
ス
テ
ス
さ
ん
な
ど
に
広
げ
ら
れ

る
と
良
い
の
で
す
が
ね
。 

現
在
、
有
楽
町
の
交
通
会
館
に
は
置
い
て
い
ま

す
。 酒

屋

さ

ん

は

利

益

の

あ

る

商

品

ば

か

り

を

薦

め
る
し
、
説
明
書
を
読
む
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
い
の

で
、
「
米
米
酒
」
を
扱
っ
て
も
ら
う
の
は
難
し
い
で
す

ね
。 そ
の
点
で
こ
れ
ま
で
の
Ｓ
Ｒ
Ｎ
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

参
加
者
は
、
す
で
に
「
米
米
酒
」
の
こ
と
を
ご
存
知

な
の
で
、
そ
の
リ
ス
ト
も
活
用
さ
せ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。 

発
泡
純
米
酒
は
取
組
み
が
難
し
い
で
す
が
、
従

来
か
ら
の
「
お
り
酒
」
は
発
泡
が
簡
単
で
日
本
酒

の
味
が
残
っ
て
い
る
の
で
好
評
で
す
。 

 《
お
酒
関
連
商
品
の
開
発
は
・
・
・
》 

地

元

の

和

菓

子

店

と

の

共

同

で

、

大

吟

醸

酒

の
酒
粕
を
使
っ
た
ま
ん
じ
ゅ
う
、
大
福
、
羊
羹
そ
れ

に
純
米
酒
を
使
っ
た
ゼ
リ
ー
な
ど
を
開
発
し
て
販

売
し
て
い
ま
す
。 

中

で

も

大

福

は

売

れ

筋

商

品

で

、

当

社

で

も

販
売
し
て
い
ま
し
て
、
月
間
八
〇
〇
個
程
度
は
売

れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
酒
粕
は
と
く
に
Ｐ
Ｒ
し
な
く
て
も
売
れ
て

お
り
、
酒
販
店
で
の
集
客
の
ツ
ー
ル
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。 

そ

れ

ら

関

連

商

品
の
当
社
に
お
け
る
売
上
げ

は
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
し
て
、
大
福
関
連
で
年

間
二
百
万
円
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今

後

も

自

社

製

品

と

絡

め

て

食

品

と

し

て

の

広
が
り
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

手
ご
ろ
な
価
格
の
商
品
で
楽
し
く
飲
ん
で
も
ら

う
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
他
の
食

品
メ
ー
カ
ー
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
商
品
開
発
に
取

組
ん
で
、
成
功
事
例
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 《
小
規
模
蔵
の
生
き
る
道
と
し
て
、
高
級
酒
路
線

以
外
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
・
・
・
》 

高

級

酒

路

線

だ

け

で

な

く

、

特

定

名

称

酒

の

中
で
得
意
分
野
（
本
醸
造
酒
・
純
米
酒
等
）
を
持

つ
こ
と
と
、
自
分
の
地
盤
と
な
る
地
域
あ
る
い
は

酒

販
店
グ
ル
ー
プ
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

ま
た
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
ラ
ベ
ル
（
消
費

者
向
け
Ｐ
Ｂ
）
や
容
器
で
提
供
す
る
こ
と
、
自
分
の

蔵
の
フ
ァ
ン
を
育
成
す
る
こ
と
な
ど
も
一
つ
の
方

法
だ
と
思
い
ま
す
。 

 《
「
コ
ン
ポ
・
バ
ム
バ
ム
」
に
参
加
さ
れ
た
経
緯

は
・
・
・
》 

昭
和
六
十
年
当
時
の
低
ア
ル
コ
ー
ル
酒
「
あ
、

不
思
議
な
お
酒
」
開
発
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
酒
の
分
野
で
低
ア
ル
コ
ー
ル
の

お
酒
の
必
要
性
に
共
感
し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

 《
ラ
イ
ス
パ
ワ
ー
商
品
の
取
扱
い
は
・
・
・
》 

従
来
か
ら
扱
っ
て
い
ま
す
し
、
ア
ト
ピ
ス
マ
イ
ル

に
つ
い
て
も
扱
い
た
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
新
た
に

酒､菓子､化粧品などを販売している 

ショールーム 
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販

売

店

資
格
取
得
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
す
し
、

専
任
の
販
売
員
が
い
な
い
の
で
、
今
後
の
こ
と
は

検
討
中
で
す
。 

 《
Ｓ
Ｒ
Ｎ
に
対
す
る
期
待
は
・
・
・
》 

「
あ
、
不
思
議
な
お
酒
」
や
「
米
米
酒
」
の
拡
売

で
き
る
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
さ
ら
に
進
め
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。 

 

《
経
営
課
題
と
将
来
展
望
は
・
・
・
》 

新
た
な
販
売
ル
ー
ト
を
開
拓
す
る
た
め
に
、
デ

パ
ー
ト
な
ど
で
定
期
的
に
試
飲
会
を
開
催
し
た
り
、

売
り
先
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
問
屋
を
利

用
し
て
従
来
ル
ー
ト
を
太
く
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 ま
た
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
担
当
の
窓
口
を
設

け
た
い
の
で
す
が
人
材
の
確
保
・
育
成
が
課
題
で

す
。 こ
れ
か
ら
も
、
あ
く
ま
で
酒
を
メ
イ
ン
に
考
え
、

経
費
削
減
に
取
組
む
と
と
も
に
、
百
貨
店
で
の
試

飲
会
を
定
番
化
さ
せ
る
な
ど
小
さ
な
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
取
組
み
か
ら
始
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

（

会

社

デ

ー

タ

） 

・ 

創
業
：
：
明
治
十
年 

・ 

製
成
数
量
：
：
一
九
〇
㌔
㍑ 

・ 

従
業
員
数
：
：
正
社
員
は
一
四
名
で
、
蔵 

・ 
 
 
 
 
 
 

人
は
四
名 

・ 

特
定
名
称
酒
比
率
：
：
約
七
〇
％ 

・ 

主
要
販
売
地
域
：
：
周
辺
市
町
村
、
東
京 

・ 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
心 

・
・
・
・
・ 

 

・
・
・
・
・ 

渡
辺
社
長
は
、
た
い
へ
ん
が
っ
し
り
と
し
た
体
格

の
持
ち
主
だ
が
、
非
常
に
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
軽
快
で
、

自

ら

積

極

的

に

営

業

活

動

に

飛

び

回

っ

て

お

ら

れ
る
。 

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
も

積
極
的
で
、
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
吟
雪
」
に
あ

る
掲
示
板
に
は
、
お
客
様
か
ら
の
投
稿
や
社
員
の

方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
た
く
さ
ん
書
き
込
ま

れ
て
い
て
、
消
費
者
に
と
っ
て
は
こ
の
蔵
が
よ
り
身

近
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
、
や
は
り
お
客
様
に
と
っ
て
お
酒
を
身
近
な

も
の
に
す
る
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
し
て
い
る
社
長
の
姿
勢
を
反
映
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。 

イ
ベ
ン
ト
開
催
後
や
マ
ス
コ
ミ
報
道
が
な
さ
れ
た

り
す
る
と
、
事
務
局
に
は
、
米
米
酒
や
ラ
イ
ス
パ
ワ

ー

関

連

商

品

に

関

す

る

問

合

せ

等

が

た

く

さ

ん

寄

せ

ら

れ

る

が

、

特

に

東

京

都

内

や

神

奈

川

県

在
住
の
消
費
者
の
反
応
が
良
い
よ
う
に
感
じ
る
。

こ
れ
ら
の
地
域
に
は
新
し
い
情
報
に
敏
感
な
人
々

が
多
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
昨
今
の
健
康

志
向
、
本
物
志
向
を
考
え
る
と
、
渡
辺
酒
造
は
、

デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
の
不
況
と
い
え
ど
も
大
き
な
可

能

性

を

秘

め

た

市

場

に

近

く

、

恵

ま

れ

た

立

地

環
境
に
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
、
「
ｏ
ｎ
ｅ
・
ｔ
ｏ
・
ｏ
ｎ
ｅ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」
の
時
代
で
あ
る
。
一
人
一
人
の
既
存

顧

客

を

大

事

に

し

な

が

ら

新

規

顧

客

を

獲

得

し

て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｉ

Ｔ

技

術

を

活

用

し

た

「

顧

客

関

係

管

理

」
（
Ｃ
Ｒ

Ｍ
）
の
強
化
が
必
要
に
な
る
の
だ
が
、
こ
れ
ま
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
重
視
政
策
を
採
っ
て
こ
ら
れ
た

当
社
に
と
っ
て
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
で
な
い
で

あ
ろ
う
。 

も

ち

ろ

ん

巨

大

な

首

都

圏

市

場

に

は

全

国

か

ら
ラ
イ
バ
ル
企
業
が
攻
め
込
ん
で
い
る
か
ら
競
争

は
激
甚
で
あ
る
が
、
同
社
が
こ
の
有
利
な
立
地
条

件
、
あ
る
い
は
「
東
京
の
地
酒
」
と
い
う
希
少
価
値

も
っ
と
活
か
し
て
、
低
ア
ル
コ
ー
ル
酒
の
発
展
、
そ

し
て
日
本
酒
の
失
地
回
復
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
大
野
） 

         

      

〒
一
〇
一
―
〇
〇
五
四 

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
ニ
ー
二 

興
信
ビ
ル 

ｃ
／
ｏ
日
本
ア
プ
ラ
イ
ド
リ
サ
ー
チ
研
究
所 

電
話
・
〇
三
（
五
二
八
二
）
二
七
三
八 

発

行

人 

日

本

酒

ラ

イ

ス

パ

ワ

ー

・

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

 


